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川
越
市
の
児
童
館
設
置
状

況
は
、
中
核
市
41
市
中
26
番

目
。
児
童
や
乳
幼
児
の
保
護

者
が
、
生
き
生
き
と
集
え
る

児
童
館
の
今
後
の
整
備
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
市
長
　
本
市
に
お
い
て
、

児
童
館
が
様
々
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
は
、
認
識
し

て
い
る
。
特
に
設
置
数
は
、

本
市
程
度
の
規
模
に
お
い
て

は
、
二
桁
ぐ
ら
い
の
児
童
館

が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ

と
と
承
知
し
て
い
る
。
し
か

し
、
市
と
し
て
や
る
べ
き
課

題
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
本
市

の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
児

童
館
を
単
独
で
新
た
に
整
備

す
る
こ
と
は
、
困
難
な
状
況

で
あ
る
。
今
後
の
児
童
館
整

備
は
、
新
た
な
公
共
施
設
の

整
備
に
併
せ
、
複
合
施
設
と

し
て
の
児
童
館
機
能
の
導
入

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
市
の
が
ん
対
策

　
子
育
て
支
援
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発
行
総
額
３
億
３
千
万
円

と
な
る
10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
地
域
商
品
券
が
10
月
１

日
よ
り
販
売
開
始
と
な
る
が
、

本
事
業
成
功
の
為
に
市
は
ど

の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
。

　
副
市
長
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
地
域
商
品
券
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
分
が
新
た
な
消
費
行
動

の
動
機
付
け
に
な
り
、
ま
た
、

確
実
に
市
内
小
売
店
に
発
行

総
額
以
上
の
売
上
を
も
た
ら

す
為
、
商
業
振
興
策
と
し
て

有
効
で
あ
る
。
今
回
の
事
業

は
、
不
況
に
苦
し
む
経
済
界

か
ら
の
強
い
要
請
を
受
け
、

大
変
厳
し
い
市
の
財
政
環
境

に
も
関
わ
ら
ず
実
施
し
た
こ

と
か
ら
、
単
に
補
助
金
交
付

に
留
ま
ら
ず
、
必
要
な
技
術

的
助
言
や
Ｐ
Ｒ
活
動
等
、
積

極
的
な
支
援
に
努
め
て
い
る
。

今
後
は
商
工
会
議
所
等
と
の

連
携
を
更
に
密
に
し
、
目
的

達
成
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

　
費
用
対
効
果
の
検
証

　
障
害
者
を
、
能
力
を
持
っ

た
人
材
と
し
て
捉
え
、
障
害

者
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
障
害
者
の
就
労
機
会
を
拡

大
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
い
か
が
か
。

　
福
祉
部
長
　
現
在
、
障
害

者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事

業
と
し
て
、
職
場
開
拓
は
、

障
害
者
の
就
労
促
進
を
図
る

上
で
、
大
切
な
も
の
で
あ
る

と
位
置
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
ご
質
問
を
い
た
だ
い
た
障

害
者
の
就
労
を
促
進
す
る
た

め
の
障
害
者
人
材
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
障
害
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
を
充
実
さ
せ

て
人
材
セ
ン
タ
ー
と
同
様
の

機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
等
も

含
め
、
今
後
、
先
進
事
例
を

参
考
に
関
係
機
関
等
と
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
障
害
者
の
就
労
促
進

　
改
正
農
地
法
と
農
振
計
画

　
調
整
区
域
で
生
活
雑
排
水

の
放
流
先
が
無
く
、
絶
え
ず

神
経
を
使
い
な
が
ら
生
活
し

て
い
る
市
民
へ
、
吸
込
下
水

槽
の
清
掃
な
ど
に
対
す
る
補

助
の
拡
充
は
出
来
な
い
か
？

　
環
境
部
長
　
生
活
雑
排
水

の
放
流
先
の
無
い
地
域
は
、

吸
込
下
水
槽
で
地
下
に
浸
透

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
情

で
あ
り
、
衛
生
上
の
面
か
ら

も
年
二
、
三
回
清
掃
す
る
必

要
が
あ
る
。

市
と
し
て
も
、
生
活
排
水
に

係
る
問
題
に
つ
い
て
は
大
変

重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
市
民
の
方
々

の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を

図
る
措
置
に
つ
い
て
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
他
市
の
状
況
な
ど

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
生
活
排
水
の
改
善

　
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
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発
達
障
が
い
の
方
は
、
幼

保
小
中
高
校
・
就
労
の
節
目

で
説
明
、
医
療
、
家
庭
教
育

に
苦
労
さ
れ
て
い
る
。
一
貫

し
た
支
援
の
為
、
ど
の
様
な

施
策
を
推
進
す
る
の
か
。

　
市
長
　
現
状
で
は
、
乳
幼

児
期
は
保
健
医
療
部
門
や
児

童
福
祉
部
門
、
学
齢
期
は
教

育
委
員
会
部
門
、
成
人
に
な

る
と
障
害
者
福
祉
部
門
で
支

援
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
一

貫
し
て
発
達
障
害
の
方
を
支

援
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

一
貫
し
て
支
援
す
る
体
制
が

あ
れ
ば
、
よ
り
有
効
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来

る
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
手
帳
の

導
入
等
も
含
め
て
、
各
部
門

が
連
携
し
、
一
貫
性
を
持
た

せ
る
様
な
方
策
を
考
え
た
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　
発
達
障
が
い
支
援

　
保
護
者
の
就
労
状
況
に
係

ら
ず
開
か
れ
た
放
課
後
対
策

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
学
校

の
教
室
を
利
用
す
る
な
ど
発

想
を
変
え
て
拡
大
し
て
い
く

べ
き
と
思
う
が
見
解
は
？

　
教
育
長
　
放
課
後
子
ど
も

教
室
は
、
全
児
童
生
徒
の
参

加
に
多
く
の
人
材
や
施
設
確

保
が
必
要
で
、
子
ど
も
の
安

全
保
障
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
、
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
推
進

事
業
の
数
倍
の
確
保
等
の
課

題
が
あ
る
。
川
越
・
地
域
子

ど
も
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業
は

週
休
日
、
長
期
休
業
中
も
事

業
拡
大
し
て
お
り
、
今
後
、

平
日
の
放
課
後
等
に
も
広
げ

ら
れ
れ
ば
と
考
え
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
学
校
施
設
等
の

活
動
場
所
確
保
、
学
童
保
育

と
の
調
整
等
を
解
決
し
、
関

係
各
機
関
と
慎
重
に
協
議
し
、

事
業
拡
充
に
努
力
し
て
い
く
。

　
小
中
学
校
の
放
課
後
対
策

　
留
学
生
の
人
材
バ
ン
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市
民
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

あ
た
っ
て
は
例
規
上
の
根
拠

は
な
く
、
条
例
も
な
い
。

　
寄
り
合
い
所
帯
の
施
設
は

混
乱
を
招
く
だ
け
。
一
日
も

早
い
条
例
の
制
定
を
望
む
！

　
総
合
政
策
部
長
　
現
在
、

市
民
セ
ン
タ
ー
は
出
張
所
及

び
公
民
館
に
対
す
る
市
民
の

親
し
み
や
す
さ
・
わ
か
り
や

す
さ
を
重
点
に
施
設
の
総
称

と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
出

張
所
は
地
方
自
治
法
、
公
民

館
は
社
会
教
育
法
を
根
拠
と

し
て
お
り
、
一
つ
の
条
例
の

中
で
異
な
る
法
令
を
根
拠
と

す
る
施
設
を
規
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
課
題
が
あ
る

と
考
え
る
。
し
か
し
、
他
市

で
の
出
張
所
と
公
民
館
を
一

つ
の
条
例
で
規
定
す
る
事
例

も
参
考
に
例
規
上
の
整
合
性

に
留
意
し
、
適
切
な
位
置
づ

け
を
検
討
し
て
い
く
。

　
今
後
の
組
織
体
制

　
公
園
等
の
一
元
管
理

　
伝
建
地
区
や
川
越
城
跡
、

喜
多
院
周
辺
等
に
お
け
る
、

例
え
ば
七
曲
り
、
武
家
屋
敷

等
の
歴
史
的
な
資
源
に
配
慮

し
た
歴
史
的
景
観
の
ま
ち
づ

く
り
が
で
き
な
い
か
。

　
都
市
計
画
部
長
　
伝
建
地

区
の
ほ
か
に
、
都
市
景
観
条

例
に
基
づ
く
都
市
景
観
形
成

地
域
と
し
て
、
川
越
十
ヵ
町

地
区
等
の
三
地
区
が
既
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か

に
、
景
観
上
の
重
点
地
区
と

し
て
、
川
越
城
跡
、
喜
多
院

周
辺
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
、
景
観
法

へ
の
移
行
に
際
し
、
ま
た
、

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
の
活
用

を
検
討
す
る
中
で
、
他
市
の

事
例
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

伝
建
地
区
等
の
周
辺
に
存
在

す
る
歴
史
的
建
造
物
や
町
並

み
に
も
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
景
観
の
ま
ち
づ
く
り

　
生
活
保
護
行
政

　
住
居
喪
失
者
が
生
活
保
護

を
申
請
し
た
場
合
、
当
面
の

住
ま
い
確
保
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

　
福
祉
部
長
　
ま
ず
住
ま
い

と
食
事
等
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
運

営
す
る
賄
い
付
き
無
料
低
額

宿
泊
施
設
に
空
き
状
況
を
確

認
し
、
入
居
承
諾
者
を
施
設

に
案
内
す
る
が
、
施
設
の
空

き
が
無
い
場
合
は
、
一
時
的

対
応
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
や
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
を
利

用
し
て
頂
い
て
い
る
。
そ
の

際
の
宿
泊
費
用
は
、
保
護
決

定
後
に
住
宅
費
と
し
て
支
給

し
て
い
る
。
な
お
、
保
護
の

決
定
は
申
請
か
ら
十
四
日
以

内
と
な
っ
て
い
る
が
、
関
係

機
関
の
調
査
に
時
間
を
要
す

る
等
の
際
に
は
三
十
日
を
限

度
と
し
て
い
る
。

　
社
会
保
障
制
度

　
豊
か
な
学
校
給
食
を

　
霞
ケ
関
北
小
跡
地
の
活
用
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時
間
六
十
ミ
リ
の
雨
が
降

っ
た
時
、
市
内
各
地
域
で
床

上
浸
水
、
床
下
浸
水
な
ど
の

被
害
を
想
定
し
、
市
民
に
わ

か
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
総
務
部
長
　
現
在
の
と
こ

ろ
、
豪
雨
被
害
に
対
す
る
被

害
想
定
は
行
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
全
国
各
地
で
ゲ
リ

ラ
豪
雨
等
に
よ
る
水
害
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

市
に
お
い
て
も
同
様
の
被
害

が
生
ず
る
恐
れ
は
十
分
考
え

ら
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
、
県
や

国
及
び
本
市
の
建
設
部
、
上

下
水
道
局
と
も
協
議
を
行
い
、

一
時
間
当
た
り
の
雨
量
が
六

十
ミ
リ
以
上
と
な
る
豪
雨
に

つ
い
て
の
被
害
想
定
を
策
定

す
る
こ
と
に
関
し
て
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を

　
観
光
協
会
の
あ
り
方

公
明
党
　 

近
　
藤
　
芳
　
宏

川
越
市
の
商
業
振
興
対
策
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ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
合
わ
せ
た
大
東
市
民
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
児
童

館
的
要
素
も
含
め
、
み
な
さ

ん
の
要
望
を
最
大
限
に
取
り

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
総
合
政
策
部
長
　
市
民
セ

ン
タ
ー
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
の
実
情
等
も
考
慮
し
、

一
定
の
施
設
規
模
と
予
算
の

中
で
導
入
機
能
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
仮
称
）
大
東
市
民
セ
ン
タ

ー
に
導
入
す
る
機
能
に
つ
い

て
は
、
「
大
東
市
民
セ
ン
タ

ー
推
進
委
員
会
」
で
、
地
域

に
と
っ
て
必
要
性
の
高
い
機

能
を
取
り
ま
と
め
て
頂
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、

児
童
館
的
要
素
の
機
能
も
こ

の
中
で
議
論
し
て
頂
き
、
そ

の
内
容
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
所
得
税
法
第
56
条

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
市
民
セ
ン
タ
ー
構
想

民
主
党
　 

山
　
木
　
綾
　
子

条
例
制
定
で
混
乱
を
回
避
！
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小
規
模
工
事
登
録
制
度
の

利
用
促
進
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
の
予
算
を
増
額
す
べ

き
と
思
う
が
、
見
解
を
問
う
。

　
財
政
部
長
※
　
小
規
模
修

理
・
修
繕
等
契
約
希
望
者
登

録
制
度
は
、
平
成
十
一
年
十

月
に
契
約
金
額
三
十
万
円
以

下
の
修
理
・
修
繕
契
約
で
開

始
し
、
現
在
で
は
対
象
を
百

三
十
万
円
以
下
の
工
事
契
約

に
拡
大
す
る
と
共
に
、
登
録

も
随
時
行
い
制
度
の
拡
充
を

図
っ
て
い
る
が
、
工
事
の
利

用
が
少
な
い
状
況
に
あ
る
為
、

各
事
業
担
当
課
へ
さ
ら
な
る

周
知
徹
底
を
図
り
、
活
用
促

進
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
は
、

制
度
創
設
十
年
目
を
迎
え
、

認
知
度
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

近
年
は
、
年
度
途
中
で
予
算

枠
を
消
化
し
て
お
り
、
予
算

増
額
に
最
大
限
努
力
し
た
い
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化

　
国
保
税
の
負
担
軽
減

公
明
党
　 

小
ノ
澤
　
哲
　
也

吸
込
下
水
槽
へ
の
補
助
の
拡
充
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髙
　
橋
　
　
　
剛

障
害
者
人
材
セ
ン
タ
ー

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

公
明
党
　 

桐
　
野
　
　
　
忠

発
達
障
が
い
の
一
貫
し
た
支
援

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

児
童
館
は
、足
り
て
い
る
の
か

公
明
党
　 

清
　
水
　
京
　
子

放
課
後
子
ど
も
教
室

問答問答

質問 質問質問質問

問答

質問 質問

問答

質問 質問

質問質問 質問

問答問答

質問 質問 質問

問答

質問 質問 質問

問答

質問 質問

問答

質問 質問

問答

質問 質問

問答

質問 質問

問答

28

日
本
共
産
党

　 

川
　
口
　
知
　
子

大
東
市
民
セ
ン
タ
ー

日
本
共
産
党

　 

本
　
山
　
修
　
一

予
算
増
で
地
域
経
済
活
性
化
を

26

日
本
共
産
党

　 

柿
　
田
　
有
　
一

住
居
喪
失
者
の
当
面
の
住
ま
い27

29

日
本
共
産
党

　 

佐
　
藤
　
恵
　
士

水
害
対
策

啓
政
会
　 

山
　
口
　
智
　
也

歴
史
的
景
観
の
ま
ち
づ
く
り
を24
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川
越
市
の
児
童
館
設
置
状

況
は
、
中
核
市
41
市
中
26
番

目
。
児
童
や
乳
幼
児
の
保
護

者
が
、
生
き
生
き
と
集
え
る

児
童
館
の
今
後
の
整
備
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
市
長
　
本
市
に
お
い
て
、

児
童
館
が
様
々
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
は
、
認
識
し

て
い
る
。
特
に
設
置
数
は
、

本
市
程
度
の
規
模
に
お
い
て

は
、
二
桁
ぐ
ら
い
の
児
童
館

が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ

と
と
承
知
し
て
い
る
。
し
か

し
、
市
と
し
て
や
る
べ
き
課

題
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
本
市

の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
児

童
館
を
単
独
で
新
た
に
整
備

す
る
こ
と
は
、
困
難
な
状
況

で
あ
る
。
今
後
の
児
童
館
整

備
は
、
新
た
な
公
共
施
設
の

整
備
に
併
せ
、
複
合
施
設
と

し
て
の
児
童
館
機
能
の
導
入

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
市
の
が
ん
対
策

　
子
育
て
支
援

18

　
発
行
総
額
３
億
３
千
万
円

と
な
る
10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
地
域
商
品
券
が
10
月
１

日
よ
り
販
売
開
始
と
な
る
が
、

本
事
業
成
功
の
為
に
市
は
ど

の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
。

　
副
市
長
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
地
域
商
品
券
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
分
が
新
た
な
消
費
行
動

の
動
機
付
け
に
な
り
、
ま
た
、

確
実
に
市
内
小
売
店
に
発
行

総
額
以
上
の
売
上
を
も
た
ら

す
為
、
商
業
振
興
策
と
し
て

有
効
で
あ
る
。
今
回
の
事
業

は
、
不
況
に
苦
し
む
経
済
界

か
ら
の
強
い
要
請
を
受
け
、

大
変
厳
し
い
市
の
財
政
環
境

に
も
関
わ
ら
ず
実
施
し
た
こ

と
か
ら
、
単
に
補
助
金
交
付

に
留
ま
ら
ず
、
必
要
な
技
術

的
助
言
や
Ｐ
Ｒ
活
動
等
、
積

極
的
な
支
援
に
努
め
て
い
る
。

今
後
は
商
工
会
議
所
等
と
の

連
携
を
更
に
密
に
し
、
目
的

達
成
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

　
費
用
対
効
果
の
検
証

　
障
害
者
を
、
能
力
を
持
っ

た
人
材
と
し
て
捉
え
、
障
害

者
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
障
害
者
の
就
労
機
会
を
拡

大
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
い
か
が
か
。

　
福
祉
部
長
　
現
在
、
障
害

者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事

業
と
し
て
、
職
場
開
拓
は
、

障
害
者
の
就
労
促
進
を
図
る

上
で
、
大
切
な
も
の
で
あ
る

と
位
置
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
ご
質
問
を
い
た
だ
い
た
障

害
者
の
就
労
を
促
進
す
る
た

め
の
障
害
者
人
材
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
障
害
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
を
充
実
さ
せ

て
人
材
セ
ン
タ
ー
と
同
様
の

機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
等
も

含
め
、
今
後
、
先
進
事
例
を

参
考
に
関
係
機
関
等
と
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
障
害
者
の
就
労
促
進

　
改
正
農
地
法
と
農
振
計
画

　
調
整
区
域
で
生
活
雑
排
水

の
放
流
先
が
無
く
、
絶
え
ず

神
経
を
使
い
な
が
ら
生
活
し

て
い
る
市
民
へ
、
吸
込
下
水

槽
の
清
掃
な
ど
に
対
す
る
補

助
の
拡
充
は
出
来
な
い
か
？

　
環
境
部
長
　
生
活
雑
排
水

の
放
流
先
の
無
い
地
域
は
、

吸
込
下
水
槽
で
地
下
に
浸
透

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
情

で
あ
り
、
衛
生
上
の
面
か
ら

も
年
二
、
三
回
清
掃
す
る
必

要
が
あ
る
。

市
と
し
て
も
、
生
活
排
水
に

係
る
問
題
に
つ
い
て
は
大
変

重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
市
民
の
方
々

の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を

図
る
措
置
に
つ
い
て
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
他
市
の
状
況
な
ど

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
生
活
排
水
の
改
善

　
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策

19

　
発
達
障
が
い
の
方
は
、
幼

保
小
中
高
校
・
就
労
の
節
目

で
説
明
、
医
療
、
家
庭
教
育

に
苦
労
さ
れ
て
い
る
。
一
貫

し
た
支
援
の
為
、
ど
の
様
な

施
策
を
推
進
す
る
の
か
。

　
市
長
　
現
状
で
は
、
乳
幼

児
期
は
保
健
医
療
部
門
や
児

童
福
祉
部
門
、
学
齢
期
は
教

育
委
員
会
部
門
、
成
人
に
な

る
と
障
害
者
福
祉
部
門
で
支

援
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
一

貫
し
て
発
達
障
害
の
方
を
支

援
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

一
貫
し
て
支
援
す
る
体
制
が

あ
れ
ば
、
よ
り
有
効
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来

る
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
手
帳
の

導
入
等
も
含
め
て
、
各
部
門

が
連
携
し
、
一
貫
性
を
持
た

せ
る
様
な
方
策
を
考
え
た
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　
発
達
障
が
い
支
援

　
保
護
者
の
就
労
状
況
に
係

ら
ず
開
か
れ
た
放
課
後
対
策

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
学
校

の
教
室
を
利
用
す
る
な
ど
発

想
を
変
え
て
拡
大
し
て
い
く

べ
き
と
思
う
が
見
解
は
？

　
教
育
長
　
放
課
後
子
ど
も

教
室
は
、
全
児
童
生
徒
の
参

加
に
多
く
の
人
材
や
施
設
確

保
が
必
要
で
、
子
ど
も
の
安

全
保
障
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
、
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
推
進

事
業
の
数
倍
の
確
保
等
の
課

題
が
あ
る
。
川
越
・
地
域
子

ど
も
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業
は

週
休
日
、
長
期
休
業
中
も
事

業
拡
大
し
て
お
り
、
今
後
、

平
日
の
放
課
後
等
に
も
広
げ

ら
れ
れ
ば
と
考
え
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
学
校
施
設
等
の

活
動
場
所
確
保
、
学
童
保
育

と
の
調
整
等
を
解
決
し
、
関

係
各
機
関
と
慎
重
に
協
議
し
、

事
業
拡
充
に
努
力
し
て
い
く
。

　
小
中
学
校
の
放
課
後
対
策

　
留
学
生
の
人
材
バ
ン
ク23

　
市
民
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

あ
た
っ
て
は
例
規
上
の
根
拠

は
な
く
、
条
例
も
な
い
。

　
寄
り
合
い
所
帯
の
施
設
は

混
乱
を
招
く
だ
け
。
一
日
も

早
い
条
例
の
制
定
を
望
む
！

　
総
合
政
策
部
長
　
現
在
、

市
民
セ
ン
タ
ー
は
出
張
所
及

び
公
民
館
に
対
す
る
市
民
の

親
し
み
や
す
さ
・
わ
か
り
や

す
さ
を
重
点
に
施
設
の
総
称

と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
出

張
所
は
地
方
自
治
法
、
公
民

館
は
社
会
教
育
法
を
根
拠
と

し
て
お
り
、
一
つ
の
条
例
の

中
で
異
な
る
法
令
を
根
拠
と

す
る
施
設
を
規
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
課
題
が
あ
る

と
考
え
る
。
し
か
し
、
他
市

で
の
出
張
所
と
公
民
館
を
一

つ
の
条
例
で
規
定
す
る
事
例

も
参
考
に
例
規
上
の
整
合
性

に
留
意
し
、
適
切
な
位
置
づ

け
を
検
討
し
て
い
く
。

　
今
後
の
組
織
体
制

　
公
園
等
の
一
元
管
理

　
伝
建
地
区
や
川
越
城
跡
、

喜
多
院
周
辺
等
に
お
け
る
、

例
え
ば
七
曲
り
、
武
家
屋
敷

等
の
歴
史
的
な
資
源
に
配
慮

し
た
歴
史
的
景
観
の
ま
ち
づ

く
り
が
で
き
な
い
か
。

　
都
市
計
画
部
長
　
伝
建
地

区
の
ほ
か
に
、
都
市
景
観
条

例
に
基
づ
く
都
市
景
観
形
成

地
域
と
し
て
、
川
越
十
ヵ
町

地
区
等
の
三
地
区
が
既
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か

に
、
景
観
上
の
重
点
地
区
と

し
て
、
川
越
城
跡
、
喜
多
院

周
辺
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
、
景
観
法

へ
の
移
行
に
際
し
、
ま
た
、

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
の
活
用

を
検
討
す
る
中
で
、
他
市
の

事
例
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

伝
建
地
区
等
の
周
辺
に
存
在

す
る
歴
史
的
建
造
物
や
町
並

み
に
も
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
景
観
の
ま
ち
づ
く
り

　
生
活
保
護
行
政

　
住
居
喪
失
者
が
生
活
保
護

を
申
請
し
た
場
合
、
当
面
の

住
ま
い
確
保
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

　
福
祉
部
長
　
ま
ず
住
ま
い

と
食
事
等
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
運

営
す
る
賄
い
付
き
無
料
低
額

宿
泊
施
設
に
空
き
状
況
を
確

認
し
、
入
居
承
諾
者
を
施
設

に
案
内
す
る
が
、
施
設
の
空

き
が
無
い
場
合
は
、
一
時
的

対
応
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
や
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
を
利

用
し
て
頂
い
て
い
る
。
そ
の

際
の
宿
泊
費
用
は
、
保
護
決

定
後
に
住
宅
費
と
し
て
支
給

し
て
い
る
。
な
お
、
保
護
の

決
定
は
申
請
か
ら
十
四
日
以

内
と
な
っ
て
い
る
が
、
関
係

機
関
の
調
査
に
時
間
を
要
す

る
等
の
際
に
は
三
十
日
を
限

度
と
し
て
い
る
。

　
社
会
保
障
制
度

　
豊
か
な
学
校
給
食
を

　
霞
ケ
関
北
小
跡
地
の
活
用

22

　
時
間
六
十
ミ
リ
の
雨
が
降

っ
た
時
、
市
内
各
地
域
で
床

上
浸
水
、
床
下
浸
水
な
ど
の

被
害
を
想
定
し
、
市
民
に
わ

か
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
総
務
部
長
　
現
在
の
と
こ

ろ
、
豪
雨
被
害
に
対
す
る
被

害
想
定
は
行
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
全
国
各
地
で
ゲ
リ

ラ
豪
雨
等
に
よ
る
水
害
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

市
に
お
い
て
も
同
様
の
被
害

が
生
ず
る
恐
れ
は
十
分
考
え

ら
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
、
県
や

国
及
び
本
市
の
建
設
部
、
上

下
水
道
局
と
も
協
議
を
行
い
、

一
時
間
当
た
り
の
雨
量
が
六

十
ミ
リ
以
上
と
な
る
豪
雨
に

つ
い
て
の
被
害
想
定
を
策
定

す
る
こ
と
に
関
し
て
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を

　
観
光
協
会
の
あ
り
方

公
明
党
　 

近
　
藤
　
芳
　
宏

川
越
市
の
商
業
振
興
対
策

21

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
合
わ
せ
た
大
東
市
民
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
児
童

館
的
要
素
も
含
め
、
み
な
さ

ん
の
要
望
を
最
大
限
に
取
り

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
総
合
政
策
部
長
　
市
民
セ

ン
タ
ー
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
の
実
情
等
も
考
慮
し
、

一
定
の
施
設
規
模
と
予
算
の

中
で
導
入
機
能
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
仮
称
）
大
東
市
民
セ
ン
タ

ー
に
導
入
す
る
機
能
に
つ
い

て
は
、
「
大
東
市
民
セ
ン
タ

ー
推
進
委
員
会
」
で
、
地
域

に
と
っ
て
必
要
性
の
高
い
機

能
を
取
り
ま
と
め
て
頂
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、

児
童
館
的
要
素
の
機
能
も
こ

の
中
で
議
論
し
て
頂
き
、
そ

の
内
容
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
所
得
税
法
第
56
条

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
市
民
セ
ン
タ
ー
構
想

民
主
党
　 

山
　
木
　
綾
　
子

条
例
制
定
で
混
乱
を
回
避
！
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小
規
模
工
事
登
録
制
度
の

利
用
促
進
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
の
予
算
を
増
額
す
べ

き
と
思
う
が
、
見
解
を
問
う
。

　
財
政
部
長
※
　
小
規
模
修

理
・
修
繕
等
契
約
希
望
者
登

録
制
度
は
、
平
成
十
一
年
十

月
に
契
約
金
額
三
十
万
円
以

下
の
修
理
・
修
繕
契
約
で
開

始
し
、
現
在
で
は
対
象
を
百

三
十
万
円
以
下
の
工
事
契
約

に
拡
大
す
る
と
共
に
、
登
録

も
随
時
行
い
制
度
の
拡
充
を

図
っ
て
い
る
が
、
工
事
の
利

用
が
少
な
い
状
況
に
あ
る
為
、

各
事
業
担
当
課
へ
さ
ら
な
る

周
知
徹
底
を
図
り
、
活
用
促

進
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
は
、

制
度
創
設
十
年
目
を
迎
え
、

認
知
度
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

近
年
は
、
年
度
途
中
で
予
算

枠
を
消
化
し
て
お
り
、
予
算

増
額
に
最
大
限
努
力
し
た
い
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化

　
国
保
税
の
負
担
軽
減

公
明
党
　 

小
ノ
澤
　
哲
　
也

吸
込
下
水
槽
へ
の
補
助
の
拡
充
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髙
　
橋
　
　
　
剛

障
害
者
人
材
セ
ン
タ
ー

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

公
明
党
　 

桐
　
野
　
　
　
忠

発
達
障
が
い
の
一
貫
し
た
支
援

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

児
童
館
は
、足
り
て
い
る
の
か

公
明
党
　 

清
　
水
　
京
　
子

放
課
後
子
ど
も
教
室

問答問答

質問 質問質問質問

問答

質問 質問

問答

質問 質問

質問質問 質問

問答問答

質問 質問 質問

問答

質問 質問 質問

問答

質問 質問

問答

質問 質問

問答

質問 質問

問答

質問 質問

問答

28

日
本
共
産
党

　 

川
　
口
　
知
　
子

大
東
市
民
セ
ン
タ
ー

日
本
共
産
党

　 

本
　
山
　
修
　
一

予
算
増
で
地
域
経
済
活
性
化
を

26

日
本
共
産
党

　 

柿
　
田
　
有
　
一

住
居
喪
失
者
の
当
面
の
住
ま
い27

29

日
本
共
産
党

　 

佐
　
藤
　
恵
　
士

水
害
対
策

啓
政
会
　 

山
　
口
　
智
　
也

歴
史
的
景
観
の
ま
ち
づ
く
り
を24


